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蓄電型地域交通タスクフォースの目的

蓄電型地域交通 地域密着型交通と
しての電気自動車

設立・・・平成21年5月29日（第1回会合） 
平成21年度（第1回～第5回） 
平成22年度（第6回～第11回） 
平成23年度（第12回～第14回） 
平成24年度（第15回～第19回） 

目的

本研究開発領域において、中山間地域等における適
性技術としての蓄電型地域交通の研究開発が、プロ
ジェクト横断的に行える場を形成し、より効果的に当該
研究開発領域の進展に資することを目的とする。
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• 地域交通における適正技術に関わる、地方都市・中山
間地域のニーズ把握 (H20)
– 桐生（群馬），宇奈月（富山），浜田市（島根）での要求

• 蓄電型地域交通システムを地方都市、中山間地域に取
り入れていくために必要な検討
– 「Ｅコミバス」の概念化(H20-21)
– ＥＶタイプと仕様検討・プレスキットの開発（H21）

• 将来的に規模を拡大し社会的に
成立させていくための方策の検討
– 蓄電型地域交通推進協会の設立（H22/3 ）

• 地方都市・観光地・中山間地に適合した「E-コミバス」の
仕様化
– E-コミバスの目標仕様と実現化技術の決定（Wheel  in  Motor)
– 製造設計への準備 (ゼロスポーツ㈱)

開発までの経過 3 



Ｅ-コミバスのコンセプト 

低速コミバス 歩く人を怖がらせない交通
時速20㎞/hで移動する水平エスカレーター 
歩く人のスケール（pedestrian scale）で移動 

生活圏の移動をきめ細かくサポート
「いつでも、どこでも、ちょっとだけ」
目的地よりも移動経過を重視（商店街・観光地）

地域特性に連動したシステム化

地域エネルギーとの密な連携（小水力・バイオマス
等）の実現

運転手、運行方法、保守等のすべてを含むサービ
スパッケージの提供
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E-コミバス導入に向けた低速走行実験（桐生）

目  的： 
時速20kmで走行することによる路線バ
ス・マイカー渋滞への影響調査

実施時間： 
平日，休日（通勤時間，昼間，夕方） 

評価項目： 
低速バス後方の自動車数・所要時間 

結  果： 
大きな交通障害は起こさない 
低速バスなので街並みが良く見える 
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群馬大学工学研究科・北関東産官学研究会 JST社会技術研究開センタープロジェクト 「地域力による脱温暖化と未来の街－桐生の構築」
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蓄電型地域交通推進協会の設立

平成22年7月1日設立 
平成22年7月28日 設立発表会・研究会を開催 

英語名称 ： Federation of Regional Transportation with Electric Storage

Ｅーコミバス導入が効果的な代表的シーン 
都市中心市街地 

•ガソリン車保有増加による市街地過疎化
•人は少ないが都市機能は集中

中山間地域 
•まばらな居住構造と公共交通網の不行き届き
•豊富な地域資源（小水力・バイオマスなど）

観光地 
•マイカーや大型観光バス等による排気ガス問題
•雄大明媚な景色の中に、人とガソリン車が共存

＜蓄電型地域交通推進協会の予定事業＞ 
低速コミュニティーバス「E-コミバス」の開発と利用システムの普及 
沿線の自然エネルギーと電池の活用による地方鉄道事業の再生推進 
「エネルギー地産地消｣型の地域交通システムを提案 
過疎地や商店街などを活性化する地域交通システムの設計 
車両、運行システム、維持管理システム、運転要員等の提供・あっせん 
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１．2010年、群馬大次世代EV研（宗村氏（㈱シンクトゥギャザー）リーダー） 
  と協力企業がマウス型の一人乗り車(写真１,２)を完成。 
  同車用インホイルモータ（写真３）は㈱みつば電気が開発。 
２．2011年2月、JST-RISTEX環境・エネルギーR&Dプロジェクトは、 
  このモーターを並列装着した低速コミバス製作を宗村氏に依頼。 
３．2011.9 第1号試作車完成(写真4)。富山の川端鉄工㈱も内装に協力。 

４輪マウスから8輪バスへ
ーEVの特徴を生かしたE-コミバス制作の経緯ー

写真1(マウスのコンセプト) 写真2 （μ-TT2） 写真3(インホイルモーター） 写真4(8輪コミバス)
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試作車両の完成、黒部で試走

平成23年9月24日 
富山県黒部市での「くろべフェア」において試走と試乗会を実施
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愛称は「EMU」 



2号車の完成、桐生市にて試走 

平成23年10月30日 
群馬県桐生市の駅前にて試走、記者発表と試乗会を実施
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愛称は「MAYU」 

運転手は開発者の
宗村さん

どうだね、斉藤君。
桐生の人たちは
すごいよね！

（宝田）



Eコミバスは科学技術振興機構社会技術研究開発センター研究開発プログラム「地域に根ざした脱温暖
化・環境共生社会」研究開発領域における蓄電型地域交通タスクフォースにおいて基本設計を行いました。 

株式会社 シンクトゥギャザー 
群馬県太田市尾島町２１８ 

川端鐵工株式会社 
黒部市生地芦区247 

バッテリーは交換可能 
１充電当たりの走行距離は約40ｋｍ。
しかし簡単に交換可能なので、運行距
離には支障がありません。もちろん停
留所での継ぎ足し充電も可能です。 

小さな車体、全幅1.85m 
幅1.85mのコンパクトな車体で、街
中をゆっくり走っても邪魔になりま
せん。 
それでも楽々10人乗り。 

さな車体 全幅1 85m

解放感たっぷり 
ドアが無いので、いつも景色と一緒。
荷物があっても楽に乗り降りできま
す。これはまさに・・ 

水平エスカレーター シートは対面ベンチ
ゆっくり走る車だからこそ、
おしゃべりしながら楽しみ
たい！ 知らない人との会
話も広がる対面シートです。 
これはやめられません！ 

今までの乗り物とは違う、 
新しい交通システムをご提案します。 

乗りたいところで乗り、降りたい
ところで降りる。自動車はお客
様のご要望に応じで走ります。そ
れがEコミバス“エミュー”です。 

太陽光や小水力、風力、バイオ
マスなどの自然エネルギーの恩
恵をたっぷりと受けることができ
る電気自動車です。

地域のニーズを的確にとらえ、
地域に合った形状と機能を実現
しました。わがままが言える電気
自動車です。 

ユックリズムの安心感。時速19
㎞以下のスピードで、観光地を
走ります。街ゆく人にもクリーン
で安全です。

ベンチシートに揺られながら、景
色をみながら、お話しをしながら
移動することで、人と人とのふれ
あいが生まれます。 

小さなタイヤ、低い床 
タイヤのサイズは軽自動車と
同じ13インチ。とっても低い
床なので乗り降りも楽々です。

時速19kmで走行 
歩行者の視線で街中が良く見え
る人にやさしいスピードです。
街のスケールが車から人へと 
コンパクトに。

太陽光発電で走行距離アップ 
ルーフに560Wの太陽光パネルを装備。
晴れた日の走行ならば、バッテリーの
約半分の電力を太陽が補います。

バッテリーは交換可能

地域の思いを形に “eCOM-8” 10 



取替式リチウムポリマー電池 

ハンドルを切ると前方6個の車輪が
このように動く 2011.9.17 

太陽光パネル 

電池交換式の8輪車 “eCOM-8” 11 



2012年7月14日 MAYUナンバー取得

平成24年7月14日 
試作車完成から９カ月後、車両認定を受けナンバー交付！
MAYUはついに公道走行可能となった！ 
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左から、大澤知事、宝田教授、亀山市長



2012年8月22日 EMUもナンバー取得

平成24年8月22日 
MAYUに引き続き、EMUもナンバー交付！ 
8月25日から3か月間、宇奈月温泉を定期運行することになった！ 
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たくさんのお客様に
囲まれての出発式

↓運行ルート（１周2.8km）



eCOM-8の特長 14 



ゆっくりを楽しもう （eCOM-8運行イメージ） 15 



eCOM-8の普及に向けて 

1. 本格的製品化に向けた車両のブラシュアップ
 フィールド運行試験と、車体・運行の安全性の確保

2. 低速で廉価な地域交通の提供
 全国普及にむけたＰＲ活動
 市街地や観光地などの適地における実証実験の推進

3. 導入主体の経営計画パッケージ提供
 導入促進に向けた、パッケージ設計と開発

4. 市街地・観光地などの活性化シナリオ形成
 まずは桐生・宇奈月でのeCOM-8の地域定着

 市民自ら地域の交通の将来像を考え、自ら構築していくための仕組
みづくり

車両を作り、法人を作り、仕組みをつくり、地域に導入
するところまでが大きな社会実験
研究から社会化、実験、実装までを社会技術と捉える
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